
函館要塞と近代日本 
－旅順要塞との比較から－ 

 

 

 

 

 

ガバナンス６期 柏倉 
御殿山第二砲台 28cm榴弾砲 

（函館市中央図書館所蔵） 

 

 

 



はじめに・・・ 

• 明治時代の日本では海軍力と並んで要塞が国防を担う一
翼として重視されていました。 

• 日本各地に要塞が築かれたのですが、函館要塞は東京湾
以北では唯一の軍事要塞であり、他の多くの要塞が軍港を
守ることを目的としたのに対し、函館要塞は、純粋に民間
の港を守るために建設された要塞でした。 

• 現在の函館には要塞はありませんが、海上自衛隊が函館
港の守りを担っています。（今回の視察で訪問しました！） 

 

← 掃海艇 

 「いずしま」 



函館要塞とは・・・ 
（函館市観光パンフレット「函館山ガイドブック」より） 

• 函館山には明治28（1895）年の日清戦争終結時には日
露戦争を想定し、津軽海峡の防衛強化を目的に明治31

（1898）年から約5年間を費やして大小５か所の砲台が建
設されました。 

• 日露戦争開戦後、津軽海峡でロシア艦隊が日本の船舶
に損害を与えましたが、射程外であったため要塞からは
一発の砲撃もありませんでした。 

• しかし、要塞の存在により函館港が攻撃されることはあ
りませんでした。 

• その後、大砲は撤去されましたが、大正に入り、米国を
仮想敵国とし、函館と青森の両港を守り、津軽海峡にお
ける敵艦隊の通航阻止のため津軽要塞として再整備さ
れました。 

• また、函館山は、明治32（1899）年に要塞地帯法が制定
され、昭和21（1946）年に開放されるまでの約47年間、一
般市民の立ち入りが禁止されていました。 

 

今回案内してくれた函館市住宅都市施設公社の山口さん→ 

 

 

 

 



函館港を守るために造られた「函館要塞」
でしたが、日露戦争後には津軽海峡を封
鎖する「津軽要塞」の一部となりました。 

 

（上・右図出典）WEBサイト「要塞探訪」 

 

 

 

（津軽要塞） 

（函館要塞） 

（写真出典）函館市観光パンフレット「函館要塞跡散策マップ」 



・御殿山第一砲台は函館山頂上の展望台や各放送局の中継所周辺に位置しています。 

・当時は28cm榴弾砲が4門備えてありましたが、砲座等の施設のほとんどは放送局建物の
直下に位置しているため確認できません。 

・駐車場下の地下掩蔽部（兵舎・暗路等）のみ現存しており内部を確認することができます。 
（下図出典）WEBサイト「要塞探訪」 

 

 

 





• 御殿山第二砲台は函館山頂上付近の
つつじ山駐車場に近接して位置していま
す。 

• 当時は28cm榴弾砲が6門備えてありまし

たが、砲座は現在もそのままの形で保存
されており、一般に公開されています。 

• しかしながら、各砲座間に設置されている
地下掩蔽部（砲側庫）は内部の壁レンガ
部が凍害により大きな損傷を受けており
危険であるため立ち入りが禁止されてい
ます。（第一砲台とは逆に地上のみ現存） 

 

 ↑ 砲座 

          伝声管  ↑ 

          砲側庫 → 



 

（上図出典）函館市観光パンフレット「函館要塞跡散策マップ」 

（下図出典）学研「日本の要塞－忘れられた帝国の城塞」 

 
 



旅順要塞（2010大連視察の折に訪問） 

• 日露戦争の激戦地として有名な旅順
要塞は5つの半永久堡塁と3つの堡

塁を中核とした軍事施設です。半永
久堡塁の一つ、「東鶏冠山北堡塁」
が一般公開されています。 

• この堡塁はコンクリート（ベトン）で固
められた兵舎を防御施設（城壁代わ
り）としていることが特徴で、大部分の
兵舎が現存しており、近代要塞の堅
固さを実感することができます。 





最後に・・・ 
• 国民的作家である故・司馬遼太郎氏の日露戦争を描いた
代表作『坂の上の雲』に、このような記述があります。    

    「近代要塞とはどういうものかという認識すら日本陸軍   

     そのものに欠けていた」  

    「このとき日本陸軍の首脳には近代要塞がどのような 

     ものであるかということについての想像力がまったく 

     欠けていた」 

    「旅順要塞の攻撃については、乃木軍のみが責められ 

     ないことは前にふれた。日本陸軍そのものが、この 

     大要塞の認識について実に疎漏であった」 

• 日露戦争の旅順要塞攻撃における日本軍苦戦の原因とし
て、日本軍の近代要塞への無知があるという見解が繰り返
し示されており、一般的にこれが広く信じられています。 

• しかし、これは本当なのでしょうか？ 

• 例えば、旅順要塞と同時期に築造された函館要塞も分厚い
コンクリート（ベトン）で固められた近代要塞であり、 その土

木技術は当時としては高度なもので、旅順要塞にも決して
劣っていませんでした。 

• 今回の視察でも、常識を疑うこと、実際に行って確かめるこ
との大切さを改めて実感しました。 

 

司馬遼太郎 

講談社『週刊現代』10月1日号(1964)より 

 



付記 



旅順の203高地古戦場には日本軍の「28cm榴弾砲」とロシア軍の 

「15cmカノン砲」のレプリカがあって、比較できるようになっていました。 

東鶏冠山北堡塁には機関銃座も再現されており、良い展示だと思いました。 



（上写真出典） 防衛省統合幕僚監部 2022.4.29 報道発表資料 

（下写真出典） 防衛省統合幕僚監部 2022.4.30 報道発表資料 

今回見学した掃海艇「いずしま」で
すが、2022年4月26日、知床観光

船沈没事故をうけて災害派遣（捜
索救難）のため函館基地を出港、
28日に不明であった2名を発見、
29日には搭載している機雷捜索・
掃討用無人潜水機（ROV）である
「PAP-104」のカメラで水深約120メ
ートルの海底に沈んだ「KAZU Ⅰ」

を発見して全国的に名を知られる
ことになりました。 

（海上自衛隊の掃海能力は世界ト
ップクラスといわれています！） 



ご清聴ありがとうございました 
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